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歳出

使わずに残しておかなければならない
お金（繰り越し事業に必要な財源）
４億7,789万円

最終的な黒字額
（実質収支）
42億6,429万円

繰越金　16億2,429万円
財政調整基金へ積立　21億4,000万円
公共施設整備等基金へ積立　５億円

収支好転のポイント

●歳入
　市税や地方交付税などが見込みを上回ったこと
●歳出
　扶助費や工事契約による残額があったこと

21（令和３）年度一般会計決算の概要をお知らせします

わたしたちのまちの
財政状況
問合先　市役所財政課（M31-4512）

21（令和３）年度決算の詳細は次のページをご覧ください ※お知らせする数値は、各項目で四捨五入している
　ため、合計額が一致しない場合があります。

● ●

歳入

歳入と歳出の差引額　47億4,218万円

　21（令和３）年度一般会計の決算は、歳入では市税や地方交付税などが予算を上回ったことや、歳出では扶助費（福祉に関わる経費）
や工事契約による残額が生じた結果、約47億4,000万円の黒字となりました。
　このうち、約４億8,000万円を22（令和４）年度に繰り越して実施する事業の財源として確保したことから、最終的な黒字額は約42億
6,000万円となりました。
　このうち、繰越金約16億2,000万円を22（令和４）年度に活用可能な財源として確保し、残りの26億4,000万円を財政調整基金と公共施設
整備等基金に積み立てることとしました。
　釧路市が自立的発展を目指すためには、地方交付税等の依存財源※が市税等の自主財源※を大きく上回る財政構造を改善することが必要
であり、雇用を生み出す産業の強化や地域経済を活性化させる取り組みに重点的に「投資」をし、市税等の自主財源の確保に最大限努め
ることで、持続可能で安定的な財政運営を行っていきます。
 ※依存財源：補助金など国や北海道により定められた額を交付されるもの。※自主財源：税金や公共施設の使用料など、市が自分で集めるもの。

1,075億49万
円

1,075億49万
円

1,027億5,831万円1,027億5,831万円

※ ① 職種　②主な資格　③勤務先

技能功労者表彰 技能奨励者表彰

◆表彰式◆   日時　11月25日㈮ 午後６時～　　会場　釧路センチュリーキャッスルホテル（大川町2-5）
　　　　　　　　　問合先　職業訓練法人 釧路地方職業能力開発協会（M52-1150）

技能功労者表彰　技能奨励者表彰　受賞おめでとうございます
この賞は高度な技能や技術を持ち、現在もその技能・技術を要する職業に従事し、後進の指導育成や産業の発展に貢献された方を表彰するものです。

田口　光浩さん（62歳）
①型枠施工
②一級建築施工管理技士
③城成建設株式会社　　

甲斐　　勉さん（57歳）
①電気工事作業者
②一級電気工事施工管理技士
③北電工業株式会社
　

井沢　隆雄さん（54歳）
①とび工
②とび一級技能士
③株式会社井澤興業　　

熊谷　哲浩さん（52歳）
①造園工
②一級技能士（造園工事作業）
③有限会社熊谷造園　

小林　　豊さん（58歳）
①調理師
②調理師
③株式会社トキワ
　　

羽刕　　洋さん（60歳）
①総務・経理工（鉄工）
②建設業経理士一級
③株式会社釧路製作所
　　

原　　　洋さん（65歳）
①総務・経理工（造船）
③釧路重工業株式会社
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